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論　　文　　の　　要　　旨

　環境中における超ウラン元素は。核爆発実験に由来するもののほか，近年原子カ施設の稼動に伴っ

て放出されるものが増加し，その分布の実態をしらベヨ挙動を明らかにすることは害環境保全の見

地からラ早急に解決すべき問題である。本論文はラこれらの諸問題の解明に寄与するために雪主と

してプルトニウムとアメリシウムについて，低レベル核種の放射化学的分離1定量法を開発し，土

壌中における分布。挙動などを放射化学的に研究したものである。

　本論文は4章から成る。第1章では本邦各地から採取した土壌試料について，恥一239ヨ240ヨPび一

241，Am－241を定量して。地域別ラ年度別の分布特性を明らかにするとともに，深度分布う粒径分

布をしらべ，これらの核種は表層10c㎜までに80％以上が存在し害下方への移行は緩慢であることラ

細かいシルトや粘土質土壌に含有量の高いこと等を示した。

　第2章では広島，長崎の土壌中のPu－239う240，A㎜一241等を定量し，長崎西山地区の土壌のPu－

239，240含有量がヨー般土壌に比して数十倍の高い値を示すこと。そしてこれが未分裂の原爆プル

トニウムに由来することを明らかにした。一方ヨ原爆由来の未分裂プルトニウムと、フォールアウ

ト由来のプルトニウムの割合を，同位体比から算出する方法を開発しヨ長崎では95～97％が原爆に

由来しヨ広島では主としてフォールアウトに由来するものであることを示した。

　第3章ではラ土壌中のプルトニウム、アメリシウムの挙動に関して，種々の溶媒を用いるリーチ
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ング法によりラこれらの元素の存在特性とヨ土壌有機酸の及ぼす影響について検討した。

　第4章では環境申の超ウラン元素の定量法に関して基礎的研究を行いラ硫酸水素アンモニウムに

よるプルトニウムの加熱溶解ヨ強硝酸酸性溶液からの溶媒抽出ラ逆相クロマトグラフ法ヨ陰イオン

交換法によるプルトニウムとアメリシウムの相互分離等ヲ新しい分析方法を開発した。

審　　査　　の　　要　　旨

　超ウラン元素の同位体は一般に長半減期のα放射体が多くラ放射線影響の見地からヨ重要視されて

いる。著者は広く本邦各地の土壌試料についてラプルトニウム，アメリシウムを定量し，その分布ラ

蓄積の実態を明らかにするとともにラ土壌中におけるこれら両元素の挙動特性を解明した。またPu－

241／Pに239，240ならびにAm－241／Pr239ラ240の放射能比をパラメータとして、Pu－2虹の減

衰とAm－241の生成量を算定する新しい方法を提唱した。さらにラGe－LEPSによるL－X線測定

と、Si（虹）半導体検出器によるα線測定とを組み合せることによるPu－240／Pu－239比の簡易測

定法を開発し，この方法を適用して，広島、長崎の土壌中のPに240／Pu－239比を明らかにしラ原

爆に由来する未分裂プルトニウムの含有量を知ることができた。また環境試料中のプルトニウム。

アメリシウムの系統的分析についてもヨ独創的な方法を考案した。これらの業績は内外の学会にお

いて発表されラ高い評価を得ておりう著者のすぐれた研究能力を示すものである。

　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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